源が 

w 入っている 
ことを ii 崔認、ずる 


相手につなびると通話でさ 
ます。通話中は、通話時間 
，の目安び表示されます。 


電話番号 
を入力する 



通話び終了し、通話時間の 
目安び表示されます。 

V 6 日 3 T を閉じても通話び 
終了します。 


間違えてダイヤルしたとさは 


目を押すか、を長く（約]秒 iU 上）押して待受画面に戻します。を短く押す 
と、入力した電話番号をち端から]巧ずつ消すことびでさます。 

[ 相手がお話し中のとさは 1 

「プープー…」という話中音び聞こえます。 

@を押して電話を切り、しばらくたってからもう一度かけ直してください。 

[ 国際電話の使いかた ^ 

V 6 日 3 T から、国際電話サービスびご利用になれます。 

詳しくはボーダフォンサービスガイドブックを参照してください。また、操作方法 
については1 5-23 ページを参照してください。 

2-2 



話をかける 


D 基本的な操作のご案内 


〔 電話番号を相手に通知するときは I 


■ 


発信者番号通知サービスを受けている場合は、相手の電話機のディスプレイに自分 
の電話番号を表示させることびできます（な] 6-2 ページ)。 



• V 6 日 3 T の通信用アンテナは本体に内蔵されているため、アンテナの突起びありません。 
内蔵アンテナ部分 ( C ^ l -7 ページ）を手で触れたり覆ったりすると電波感度び弱まる場合 
びあります。特に、内蔵アンテナ部分にシールなどを貼らないでください。 

• U —ル式イヤホンアンテナやイヤホンマイク（オプション品）を本体に巻きつけないでく 
ださい。また、 U —ル式イヤホンアンテナやイヤホンマイクを内蔵アンテナ部分に近づけ 
ると、ノイズび入ることびあります。 

• 通話中にレシーバー（受話 □) を耳に強く押し付けると、ターンオーバースタイルになる 
場合びありますので、ごを意ください。 

• 体の向さや通話している場所によって通話品質び変わることびあります。 


U —ル式イヤホンアンテナを接続して通話する場合は、本体のマイクを近付けて通話してく 
ださい。 


0 基本的な操作のご案内 
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■似前かけた電話番号にちラー度かける（リダイヤル） 

ii (前にかけた電話の曰時や電話番号を最新の20件まで記憶し、電話をかけ直すこと 


びでさます。 


[□ J を押ず 


最後にかけた相手の電話番 
号と曰付•時刻び表示され 
ます。 


加晒！ 


リダがル 


リダイ啊レ m 
3 / 1(火）12:30 

a 田中 

03123 XXXX2 

リタ‘ィヤル02 
3/ 1(火）12:15 

な山本 

09039 PXXXX2 


£発信]1^ユー|〇 


r 


電話番号を 

確認し、 

3を押ず 


通話時間 


で 1 


1秒 

並ピ-力-1 


相手につなびると通話でさま 
す。通話中は、通話時間の目 
安び表示されます。 



通話び終了し、通話時間の目 
安び表示されます。 

V 6 日 3 T を開じても通話び終 
了します。 


シークレツトメモ U (こ戸] 3-9 ページ）に登録された番号に電話をかけた場合、 U ダイヤル 
には記憶されません。 


D 基本的な操作のご案内 
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• 操作1、2の画面で ( rwi ) を巧してち電話をかけることびでさます。 

• 本体のアドレス帳に登録されている相手に電話をかけると、ディスプレイには名前び表示 
されます。 

• U ダイヤルの電話番号は2日巧まで表示されます。電話番号び2日衍を超える場合は、操作 
1、2の画面での （[!£]) を押すと、選択している相手の電話番号を全巧に4巧まで） 
確認でさます。 

• U ダイヤルの内容は電源を切ってを消えません。 

• 通話の状況によっては、すべての履歴び残らない場合びあります。 

• U ダイヤルの件数び2日件を超えると、一番ちい履歴から順に消去されます。 

• 通話中に U ダイヤルを確認する場合は、1^を長く（約1秒！;(上）押します。 

• U ダイヤルを表示中に臣司（臣互 D ) を押して、1；1下の操作を行うことびできます。 

•アドレス帳登録/アドレス帳追加/アドレス帳呼出/メール作成/184発信/ 

18目発信/1件消去/全件消去 




























































